
2005年 度

200586日17写 真&シンポジウム (人間)の戦場から一視覚の地政学2-

第 1回 DAYS国 際フォ トジャーナリズム大賞で、アフリカを取材 した優れたシリーズ写真

で入賞 したケニア在住の Evelyn Hocksteinさんを招き、その写真展を開催するとともに、「ア

フリカ、戦争、貧因、難民、女性/い ま (人間〉であることが試される戦場/メ ディアの壁

を超えてグローバル世界の現況を見る」をテーマに、二人の専門家の報告を交えて討議した。

招待者はすべて女性で、それぞれ違った立場、違った角度から発言したが、充実した意義深

い報告がなされ、会場を埋めた200余 人の聴衆も熱心に聞き入った。アフリカの難民キャ

ンプの取材、その写真を通してわれわれに伝えられる現場、グローバル化のなかで起こって

いる事態、触発されるれわれわの関心そのものに隠れた地政学、そこで問われる 「人間の尊

厳」、それを単にアフリカの問題としてでなく、われわれ自身の現在そして過去の問題へと

共鳴させること…、などをめぐって広がりのある議論が展開され、その反響は多くのアンケー

トに残された。

ゲスト
Evelyn Hockstein(Polaris images)

岡 真 理 (京都大学)

栗田 禎子 (千葉大学)
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H o c k s t e i n写真展
2005年6月13日(月)～6月17日(金)
3ヽ日 (月 )      PM l100-PM6 00

14自 (火 )～ 17日 (金 )AM1000-PMは 00
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わたしたち東京外国語大学の国際協力講座では、世界の 「グローバル化」と9,11後の 「新

しい戦争」の時代に、その世界を情報化するメディアの構造的作用に焦点をあて、昨年度から《メ

デイア ・ウォールを突き崩す～ 911以 後の世界とフォトジャーナリズム》(6月 )、《視角の地

政学～メディア ・ウォールを突き崩す ・Ⅱ》(11月)と いった写真展およびシンポジウムを開

催してきました。

カタールの衛星テレビ局アルジャジーラからハッサン・イブラヒーム氏、昨年創刊された
'DAYS」

APANⅢ 誌の広河隆一氏、アメリカの戦争写真家ジェームズ ・ナクトウェイ氏などを

迎えて行って昨年度の企画は、幸い多 く方々の参加をえて充実した企画となり、その概要は
Ⅲ
DAYS」 APANⅢ l月号と 『世界』 3月 号に公表されました。

昨年度はイラク戦争とその帰結を背景にこの企画を行いましたが、このプログラムの継続し

発展させる方向で、今年度はグローバル化する世界で恒常的な貧困や荒廃や無秩序の暴力にさ

らされている地域一それは女性や子どもなどの弱者がまず犠牲になるところでもあります一一

に焦点をあて、
い
DAYS」 APANⅢ の第 1回 国際フォトジャーナリズム大賞に、印象的なシリー

ズ作品で入選 した、ナイロビ (ケニア)在 住の女性報道写真家イヴリン・ホックシュタイン

(Evelyn Hockstein)さんをお招きして、上記の日程で写真展十シンポジウム 《〈人間〉の戦場

から～視角の地政学 ・Ⅱ》を開催することにいたしました。

ホックシュタインさんは若くしてすでに多くの実績をもつ写真家ですが、今回は最近の仕事

であるアフリカ、とくにスーダンの難民や女性たちの写真を中心とした作品を展示いたします。

そしてこの機会に、アフリカのイスラーム圏の問題に深 く通じておられる栗田禎子さん (千葉

大学)と 、パレスチナやこの地域のジェンダーの問題について先鋭な発言をされている岡真理

さん (京都大学)を お招きし、ホックシュタインさんのお話を軸にしながら、スーダン問題か

らグローバル化する世界のなかでのアフリカの現状、そしてそれを伝えるメディアの問題をめ

ぐって、多角的な議論を行いたいと考えています。

奇しくも、アカデミズムの壁を突き破る女性たちにお集まりいただくことになりました。ぜ

ひ、充実した企画にしたいと考えております。皆さま、お忙 しいこととは思いますが、ぜひお

運びいただき、白熱が予想されるこの企画にご参加いただけたら幸いと存じます。
*「 人間の戦場」という表現は広河隆一氏の本のタイトルでもありますが、昨年秋の 《視角の

地政学》の総合討論において、議論のひとつの中心となったテーマです。 (人間〉であるこ

とが否定されるような悲惨な現場に立って取材すること、そこでは写される現場も写す側も、

く人間〉であるとはどういうことなのかが試されている、 く人間〉の尊巌をめぐる二重の戦場

だということです。

*な お、この企画は本学大学院21世紀COE史 資料ハブ地域文化研究拠点、および科学研究費

補助研究 「ネオ ・リベラリズムと戦争の変容」の共催によるものです

東京外国語大学大学院国際協力講座 西 谷 修 /中 山智香子

ホ ックシュタイン 岡真理 さん
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2005日10日14口15映画上映とトーク、ワークショップ「グ回―バル化と奈落の夢」

東京外国語大学大学院国際協力講座 21世 紀 COE史 資料ハブ地域文化研究拠点主催

Global Studies企画 No。1《グ回―バル化と奈落の夢》

ドキュメンタリー 『ダーウィンの悪夢』上映会+討 論
日日寺:20051014 (金 )16:45-20:00

16:30   開 〕易

1 6 : 4 5 -  イン トロダクション

17:00-18:55 映 画 『Darwinis Nighimare』上映

19:05-20:00 討 論 :H Sauper(映画監督)

西谷 修 (東京外国語大学)

中山智香子 (同)

会場 :東京外国語大学研究講義棟2F226教 室

ワークショップ
日日寺:20051015 (土 )11:00-14:00

会場 :東京外国語大学本部管理棟 2F中 会議室

参カロ予定者 :Hubert Sauper(映 画監督)

NHKア フリカ取材班

真島一朗 (東京外国語大学AA研 )

船回クラーセンさやか (東京外国語大学)

西谷 修 (東京外国語大学大学院)

中山智香子 (東京外国語大学大学院)

会場 :東京外国語大学研究講義棟2F(226〉

東京外国語大学大学院 。国際協力講座では、今年6月 の写真展十討論 「く人間〉の戦場か

ら～視角のジオ ・ポリティクス」に続いて、Huben Sauper監督の ドキュメンタリー映画

『Darwinis Nighimare』の上映および、監督を招いての討論会を企画しました。

6月 の企画では、フォト・ジャーナリス ト、Evelyn Hockstein氏を招いて、アフリカのス

ーダンの情勢、そこに争まれる問題点、難民の報道、表象の政治性、メディアのあり方など

をめぐって議論しました。今回は、この春フランスで話題になったアフリカ・タンザニアを

舞台にした迫力あるドキュメンタリー映画をとりあげ、そこにみごとに表現された、グ回一

バル化とその諸問題、とくにそれによって繁栄を享受する世界と、逆に奈落の間を深める部

分との分岐について、あらためて検討したいと考えています。

この企画は、これまでの 「視角のジオ・ポリティクス」や 「ネオ・りベラリズムと戦争の変容」

というテーマを軸に行なわれてきた国際協力講座の研究公開活動を、「グ回―バル ・スタデ

ィーズ」へと発展させていくための最初のステップとなります。

ご多忙の折とは思いますが、ぜひ会場においでいただき、多くの方々に議論に加わってい

ただければ幸いです。

『Darwinis Nightmare』概要紹介

生態系の宝庫で 「ダーウィンの箱庭」と呼ばれたビクトリア湖、そこに巨大な肉食魚が放

たれたことから状況は一変、この魚を加工輸出する工場ができ、あたりの住民の生活は崩壊

する。アルコールに浸る男たち、広がる売春とエイズ、粗悪なドラッグによって道に眠る子
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どもたち。魚を運ぶ回シアの輸送機、往路には武器を運んでくるのか…。工場の国際競争力

を称賛する EUの ミッション。なすすべもないタンザニア政府…グ回―バリゼーションの奈

落を深海の悪夢のように描 くドキュメンタリー。

(公式 HP→ htpi//www.hubertsauper com/)

この作品は今年度の山形国際 ドキュメンタリー映画際に正式出品されており、東京外国語

大学での上映は、山形映画祭の協賛で行なわれます。

なお、この企画は東京外国語大学大学院21世紀COE史 資料ハブ地域文化研究拠点の21

世紀地域文化研究班、および科学研究費助成研究 「ネオ・りベラリズムと戦争の変容」の共

催で行いました。

2005年 10月14日 (金)第 一日

中山智看子

Fダーウィンの悪夢』上映

会場風景

2005年 10月15日 (土)第 二日

ザウパー監督を図んだワークショップ
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2000年 度

2006日10●10-11日 10「グ回―バル世界における西洋規範システムのあり方」

「グローバル世界における西洋規範システムのあり方」
ゲスト!アントン・シュッツ

ドグマ人類学のルジャン ドル氏を中心 とする研究コミュニティ (人間科学館)に 長 らく関わり、

ヨーロッパ法待」史のためのマックス ・プランク研究所、ナン ト人間科学館、バークレーの回ビ

ンズ ・コレクション大学 とも関係 をもち、最近はG・ アガンベンとも近 しい法制史 ,法理論家

アン トン ・シュッツ氏を招鴨 し、外大、北大などで ドグマ人類学や、西洋的規範空間のグロー

バル化に関わるセミナーを開催 した。 (企 画 ・西谷)

北大でのセミナー (右は北大法学研究科 ,長谷川晃教授)

外大グ回―バルスタディーズ (修士課程)・特別セミナー
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2006.10B13国 際協力論 「戦争とメディア」拡大公開セミナー

2006年 度、修士課程の 「国際協力論研究」の講師に招聘 したことをきっかけに、長 らくNHK

スペシャルの番組制作に携わったエグゼクティヴ ・プロデューサー櫻井均氏、その製作チーム

のディレクターである日置一太氏をゲス トに、最近の番組 (ラテン ・アメリカ関係)を 素材 と

して、国際1青勢とメディアの関係、ドキュメンタリー製作の課題などについてセミナーを行った。

(企画 ・西谷)

見るグ回―パル
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2006日 10コ069口 11後 5年 ア フガエス タンは、今

アメリカによるアフガニスタン攻撃から5年 を経た時期に、その後のイラク戦争とイラク情勢

の泥沼化で傍 らへ押 しやられた感のあるアフガニスタンの深刻な状況に焦点をあて、連携講座

客員教授の阿部英樹氏 (JiCA)の コーディネー トを得て、日本政府経由の 「国際復興支援」の

側面と、非政府系の 「支援」および 「協力」との両側面から報告をえて検討 した。これは政府

系とベシャワール会などが同席 して状況を論じる初めての機会となった。また、本学の伊勢崎

教授からは、現在の危機的状況に関する生々しい報告もあった。二つのセッションの間には、

当時の大学院生だったジャーナリス ト牧良太氏の写真スライ ド上映もおこなった。

(企画 ・進行、阿部 ・西谷)

COE十 国際協力講座十連携講座 拡 大セミナー

「9・11後5年、アフガエスタンは今」

日時 :1 0月 6日  1 5 : 0 0 - 1 8 : 0 0

会場 :東京外国語大学研究講義棟 102番教室

第1セッション 「国際復興支援と日本」
田違隆一 元 アフガエスタン支援調整特命全権大使

藤枝修子 開 発途上国女子教育協カセンター

松島正明 元 」ICAア フガニスタン事務所長
コメンテーター :阿部晴樹 」iCA・連携講座客員教授

第2セッション 「アスガエスタンの現況」
福元満治 ベ シャワール会広報担当理事

伊勢崎賢治 東 京外国語大学
八尾師誠 東 京外国語大学

9。11とアフガン攻撃から今年で5年 になる。イラク戦争とその後のイラク泥沼化で後景

に退いてしまったアフガニスタンは今どうなっているのか。日本は国際的な復果支援体制の

中で最大の資金拠出国としての役割を担っているが、その支援はどのようになされているの

か、そして不穏が伝えられるアフガニスタンの現況はP2つ のセッションを組んで検討した。

第1セ ッションでは、日邊元特命全権大使から、国際復興支援の枠組みとそのなかでの日

本の役割について、藤枝氏からは、日本の支援のひとつの特徴ともされている女子教育支援

の状況について、また実際の支援活動を束ねる」ICAの 現地事務所長を務めた松島氏からは、

カブール周辺の最近の状況や援助状況についての報告があった。これに、コーデイネーター

の阿部氏から的確な問題点の指摘と質問がなされた。

第2セ ッションでは、公的枠組みとは別に、援助の現場に関わる観″点からアフガニスタン

の現況についての報告を受けた。まず、20年以上にわたってアフガニスタンの医療援助を行っ

ているペシャワール会 (中村哲代表)か ら、福元氏に会の活動とここ二、三年の現地の状況

についての報告がった。ついで、外務省の依頼で武装解除の任にあたった本学教授の伊勢崎

氏から、最近ととみに混迷が伝えられるアフガニスタンの治安状況とその問題点について、

生々しい報告があった。最後に、本学が関わる文化財保護事業を担当している八尾師氏から、

事業遂行の現状と問題点について報告があった。

なお、これに加えて、インターセッションとして本学大学院生でアフガニスタン取材の経
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験が長い牧良太氏が、フォト・プロジェクションを解説を交えて行った。

悪天候だったにもかかわらず、学内外から多数の人びとの来場をえ (120名)、関心の広さ

をうかがわせた。

第一セッション

第ニセッション

J4





2006.12.25シ ンポジウム 「グローバルボーダー沖縄の今」

復帰後 30年 を経ても、米軍の世界的再編下の日米同盟のもとで、ますます重い問題を集約的に

負わされる沖縄の 「今」を、情己憶と映像」シリーズの延長で集中的に議論するラウンド・テー

ブルを開催 した。96年 創刊の雑誌 『EDGE』 を機縁に協力関係をもってきた4人 の論者による

討論。(企画、西谷)

目ほ出力静座 「グローバルスタディーズ」公開セミナー

グコーバル ポーダー沖縄の今

2006.12.25

15:00‐ 18:00

東京外国補大学
研究韓義棟4F

401-3

韓激者:
仲里 妨 (APO)
日仲康博 (ICu)
出何  哲 て一号大学)

可会 ,

西谷 告 (景■外■腎六字)

大学院共同研究室

「〔L/FAX1042‐3305439
da19akuin kyodootuFs ac jP

1947年、沖縄大京村生まれ。EDGE何 虫

表。書書に 『オキナワンピー トJ !ラ ウ

ンド本…″―〕 鳴 歓の神的  く共有)

をど。映口 『,コ ■卓 ・つるヘンリーJ
く百偵8■ ■)夫 田口な。2003年山移日

ほドキュメンタリー峡口年コーディネー

ター.「 ヨンディンコンデルタ・浄拘
■■.

11,い市
1954年沖縄生され.社 会字博士 くウィス
コンシン大手) 0`5よリロほと,は 大学四

,日 年学科はR.Ⅲ 同は、メディアい、

文化研党、本ストヨロエアリズム,党 .
共■に 『メディア文化のは力伸周』 Fa

える文化、女付する塩舟J 峻 日'理 社
会J「 沖縄に立ちすくむJな ど.

1955年東京生され.京 喜大手大手茂文字
研究科ll士B程 中追。一口六字敬R.フ
ランス文字・8線 を次.書 合に 『,い の

アルケオロツーJ「 竜挑への招待J「 お

告する力!伯 .口 R各 にジャン=ジュネ
『なする膚J(共 R)『 アルベルト・ジ

ャヨメッティのアトリエど、ジャック・

デリタ「亡者の電tJ !主せることを字
ネ、浅| こJ 伯。
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